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小
中
含
同
持
久
走
大
会

Ｈ
月
２７
日

（土
）
、
天

草
小

。
中
合
同
持
久
走
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
小

・
中
別

々
の
開
催
で
し
た
が
、
今

後
の
児
童
生
徒
数
の
減
少

に
よ
り
、
学
校
行
事
の
合

同
開
催
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

あ
る
た
め
、
ま
ず
は
持
久

走
大
会
を
合
同
で
開
催
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

小
中
合
同
開
催
、
し
か

も
公
道
を
走
る
と
い
う
こ

と
で
、
小
中
学
校
の
体
育

主
任
の
先
生
を
中
心
に
、

コ
ー
ス
の
選
定
、
計
画
案

の
作
成
、
小
中
合
同
会
議

の
開
催
、
保
護
者
と
の
打

合
せ
、
地
域
住
民
の
方
々

や
警
察
な
ど
関
係
機
関

ヘ

の
協
力
依
頼
な
ど
、
１
学

期
か
ら
長
期
間
に
わ
た
っ

て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。当

日
は
雲

一
つ
な
い
素

晴
ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ

小
学
校
低
学
年
が
１
駈
、

小
学
校
中
学
年
が
２
』
、

小
学
校
高
学
年
が
３
ｍ
、

中
学
生
男
子
が
５
．
５

ｋｍ
、
中
学
生
女
子
が
４
．

５
ｍ
の
道
の
り
を
子
ど
も

た
ち
は
元
気
よ
く
走
り
ま

し
た
。

今
年
が
初
め
て
の
開
催

で
し
た
が
、
今
後
こ
の
合

同
持
久
走
大
会
が
地
域
の

行
事
と
し
て
定
着
し
、
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
走
り

が
地
域
の
方
々
に
元
気
を

与
え
、
地
域
の
方
々
の
温

か
い
応
援
が
子
ど
も
た
ち

に
元
気
を
与
え
る
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
っ

て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

大
会

の
開
催
に
あ
た

り
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
保
護
者

や
関
係
の
皆
様
方
に
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【大
会
結
果
】
▽
男
子
の

部
①
森
下
晃
太
郎
く
ん
②

吉
田
希
く
ん
③
緒
方
冬
哉

く
ん
④
片
浦
祐
羽
く
ん
⑤

平
石
竜
也
く
ん
⑥
中
漬
孝

洋
く
ん
▽
女
子
の
部
①
高

見
心
陽
さ
ん
②
森
百
江
さ

ん
③
下
釜
か
な
え
さ
ん
④

水
口
由
奈
さ
ん
⑤
ニ
ノ
官

有
海
さ
ん
⑥
平
山
奈
於
さ

ん
▽
学
年
対
抗
の
部
①
３

年
生
▽
宣
言
タ
イ
ム
の
部

①
緒
方
冬
哉
く
ん
②
丸
谷

菜
々
胡
さ
ん
③
人
尾
章
太

く
ん
③
嶋
田
悠
利
く
ん

ヽ「

輔泄
＝
豊
素
豊
粥
墨
謳

１２
月
９
日

（本
）
、
今

年
度
２
回
日
の
職
業
講
話

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
高
浜
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
を
営
業
さ
れ
て
い
る
橋

日
正
和
さ
ん
を
お
迎
え

し
、

「天
草
で
あ
そ
ぶ
～

働
く
意
味
と
は
？
～
」
と

い
う
演
題
で
講
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

橋
口
さ
ん
は
熊
本
市
出

身
で
、
熊
本
地
震
を
機
に

そ
れ
ま
で
の
仕
事
を
辞

め
、
小
学
生
の
こ
ろ
訪
れ

た
高
浜
の
海
の
美
し
さ
が

忘
れ
ら
れ
ず
、
天
草
市

ヘ

移
住
し
ゲ

ス
ト

ハ
ウ
ス

「タ
イ
ド
プ
ー
ル
」
を
開

業
さ
れ
ま
し
た
。
講
話
で

は
、
高
浜
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
を
開
業
す
る
に
至
っ
た

経
緯
、
天
草
の
海
の
美
し

〓
′

、
せ
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生
徒
会
の
役
員
改
選
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
会
長

に
３
名
、
２
年
生
副
会
長

に
１
名
、
１
年
生
副
会
長

に
４
名
が
立
候
補
し
、
６

日

（月
）
か
ら
５
日
間
に

わ
た

っ
て
選
挙
運
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

１０
日

（金
）
に
は
立
合
演
説
会

が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
候
補
者
が
自
分
の
公
約

を
全
校
生
徒
を
前
に
堂
々

と
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
投
票
が
行
わ
れ
、
生

徒
会
長
に
２
年
生
の
ニ
ノ

宮
有
海
さ
ん
、
２
年
生
副

会
長
に
福
田
隼
弥
く
ん
、

１
年
生
副
会
長
に
森
百
江

さ
ん
が
当
選
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
新
し
い
生
徒

会
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

さ
、
地
元

へ
の
想
い
、
人

生
の
生
き
方
、
こ
れ
か
ら

は
天
草
に
居
な
が
ら
も
イ

ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
を
活
用
し

て
仕
事
が
で
き
る
こ
と
な

ど
の
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
か
ら

は
、

「自
分
も
橋
口
さ
ん

の
よ
う
に
や
り
た
い
こ
と

に
チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
た
い
。
」

「天
草
の
よ
さ
や
地
元
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
橋
口
さ
ん
の
生
き

生
徒
菫
役
員
改
選

方
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち

は
改
め
て
天
草
の
自
然
の

美
し
さ
や
自
分
自
身

の
生

き
方
に

つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

▲生徒会長 ニノ官 有海さん

▲割会長 森 百江さん  ▲副会長 福田 隼弥くん

凛襲
1‐

・ ‐

17

３
名
の
役
員
を
中
心
に
、

全
員
で

一
致
団
結
し
て
新

し
い
天
中
を
創
っ
て
い
き

毒
，

し
よ
ンつ
。

１２
月
１４
日

（火
）
か
ら

１６
日
（本
）
の
２
泊
３
日
、

２
年
生
が
修
学
旅
行
に
出

か
け
ま
し
た
。
当
初
は
関

西
方
面

へ
行
く
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
行

き
先
を
変
更
し
て
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

１
日
日
は
熊
本
城
、
装

飾
古
墳
館
、
万
田
坑
を
巡

り
玉
名
温
泉
に
宿
泊
し
ま

し
た
。
２
日
目
は
、
玉
名

か
ら
太
宰
府
天
満
宮
、
関

門
橋

。
関
門
ト
ン
ネ
ル
、

唐
戸
市
場
、
秋
吉
台

・
秋

芳
洞
を
見
学
し
、
１
日
目

と
同
じ
玉
名
温
泉
に
宿
泊

し
ま
し
た
。
３
日
日
は
、

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
様
々

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽

し
み
、
帰
途
三
角
西
港
を

見
学
し
て
天
草
に
帰

っ
て

き
ま
し
た
。

２
年
生
修
学
旅
行

冒
月
の
行
事

▽
５
日

（水
）
生
徒
会
リ

ー
ダ
ー
研
修
▽
Ｈ
日
（火
）

始
業
式

。
実
カ
テ
ス
ト

・

あ

い
さ

つ
運
動

▽
１２
日

（水
）
実
カ
テ
ス
ト

・
ノ

ー
部
活
デ
ー
▽
１９
日
（水
）

辱
お
に
ぎ
り
の
日

・
ノ
ー

部
活
デ
ー
▽
２０
日

（木
）

い
る
か
号
▽
２１
日

（金
）

あ
い
さ
つ
運
動

・
委
員
会

▽
２４
日
．
（月
）
公
立
高
校

前
期
選
抜

。
生
徒
議
会
▽

２６
日

（水
）
給
食
集
会

・

ノ
ー
部
活
デ
ー
▽
２７
日

（木
）
小
６
体
験
入
学

・

と
ど
ろ
き
テ
ス
ト

（
ス
ペ

シ
ャ
ル
①
）
▽
２８
員

金
）

お
魚
出
前
授
業
（
１
年
生
）

関
西
方
面

へ
行
く
こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は

残
念
で
し
た
が
、
時
代
的

に
も
種
類
的
に
も
異
な
る

い
ろ
い
ろ
な
見
学
地
を
巡

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

学
び
の
あ
る
有
意
義
な
修

学
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
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